
卒業研究発表会委員長挨拶 清水春也

本日はお忙しい中、むすびわざコーオププログラム
の卒業研究発表会にお越しいただき誠にありがとう
ございます。私たち1期生は2016年の6月就職活動
中から4チームに分かれ卒業研究に取り組み、今日
に至るまでパソコンを片手に図書館へ向かう日が続
きました。幾度も迷走し、その数だけディスカッ
ションを重ねてきました。本当に何度も心が折れそ
うになりましたが、その度に「ご出席いただける皆
様に最高の発表を見ていただきたい」という気持ち
が私たちの力になりました。また、ここまで卒業研
究に向き合えたのは私たちを支えてく
ださる教職員の皆様やむすびわざコー
オププログラムの後輩の姿があったか
らです。今発表会を開催できることに
感謝をすると共に御来賓の皆様の期待
に添えるよう、誠心誠意取り組ませて
いただきますのでどうぞよろしくお願
いいたします。

むすびわざコーオププログラムの卒業研究発表会に
込められた最も重要な意味は、最高学府本来の学び
に本気でチャレンジすることにあります。高等教育
の学びを手にすることは簡単ではありません。正面
からアカデミアに取り組む経験は実社会で直面する
あらゆる問題解決に生きます。つまり、様々の知識
やデータを集め分析し、本当の問題を見つけ、解決
策を考案し実行する思考・行動プロセスを学べるか
らです。それは、社会で生き抜く力に繋がります。
キャリアはどう生きるかを研究する学問です。イン

ターンシップは「体験」「観察」「実
践」「訓練」の４つのフレームで組み
立つ学習プログラムで、キャリアを研
究するうえにおいて極めて効果的です。
今日はその成果を報告します。学生が
「大学で本当に勉強した」と思える
ことは、これからの人生を必ず豊
かにすると私は信じています。
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社会人の７割以上が「入社後３年間は辞めずに頑
張った方がいい」と言っている調査データがあり
ます。実際にインターンシップで出会った多くの
人がそのように話していましたし、新人時代の
「必死に働いた」話を聞き、次第に、入社３年間
には「どんな意味があるのだろう」「何をす
るべきなのだろう」という強い疑問を持
つようになりました。最初の３年間を
無駄にしないために、卒業研究を通
してこの疑問を解消し、４月から社
会人としての大きな一歩を踏み出
したいと思います。

新卒社員が最初に就職する会社で過ごす
「入社後３年間」にはどんな意味があるのか

組織内で生じた摩擦を
チームの成長に変えるには
～タックマンモデルをベースに
リーダーシップ論も検討しながら～

タックマンモデルとは、チームが「形成期」「混
乱期」「統一期」「機能期」の四段階を経て、
チーム目標に向かうプロセスを表現したもの（心
理学者B.W.タックマン/1965）です。中でも、意見
の対立が頻繁に起きる「混乱期」は、メンバー
間の考え方や価値観を理解し合う時期で
あり、チームの成長に極めて重要なプ
ロセスです。今回はそこにリーダー
シップ論も交えて、より効果的なプ
ロセスを得るために必要な要素は
何かを明らかにしていきます。

私たちは、長期有給インターンシップや就職活動
でコミュニケーション能力という言葉をよく耳に
しましたが、使う場面や使い方は人によって違う
のではないかと感じました。特に、私たちは企業
が求める人物像や面接時に重視する点に場面を
絞って、コミュニケーション能力を研究しました。
実際に、面接を受ける上でコミュニケーション能
力がどう測られているのか、企業が求めるコミュ
ニケーション能力とはどんな要素で成り立ってい
るのか、これらを明らかにしたいと考え、この
テーマに取り組みました。

新卒採用面接時において、求められる
コミュニケーション能力とは

どのような要素で成り立っているのか

「むすびわざコーオププログラムの三年間は自分
たちにとって何だったのか」これが私達の研究の
スタート地点です。現在9割以上の大学がインター
ンシップを教育プログラムとして導入しています
が、私達が受講したプログラムは日本で初めてで
あり、4ヶ月間の長期有給インターンシップを核に
した三年間の構成です。本研究では、このむすび
わざコーオププログラムの三年間の学習には他の
プログラムとどんな違いがあるのか、学習時間、
学習意欲、就職活動結果の三つの視点から探りま
す。

学習意欲就職活動学習時間の
変化から見る

むすびわざコーオプセミナーの効果



大会の目的

お世話になった人へ

理想のむすびわざ生に

成長した姿を見せるため

13:00～ 受付開始

14:00～ オープニング動画

14:05～ むすびわざ紹介プレゼン

14:15～ KATAMUSUBIの発表

14:35～ チーム凹発表

14:55～ 休憩（20分間）

15:15～ glassesの発表

15:35～ モンキーマックスの発表

15:55～ 1期生スピーチ

委員長挨拶

16:20 終了
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